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資
本
主
義
、
す
な
わ
ち
搾
車
ξ
被
搾
取
的
関
係
円
存
倍
す
る
荷
保
件
。

も
と
で
は
、
そ
の
梼
働
生
産
物
は
査
本
来
円
手
中
K
あ
り
、
消
費
財
の
大
，

部
分
は
持
同
町
階
級
の
占
有
す
る
'
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
で
質
隣
町
倒

値
創
出
者
で
あ
る
場
働
者
が
管
理

L
う
る
消
費
財
は
そ
の
一
部
分
に
す
ぎ

な
い
。
色
い
う
の
白
資
本
家
に
と
っ
て
は
拶
働
者
向
消
費
目
、
第
働
力
白

'
鱗
織
的
保
障
と
剰
佳
伺
慌
を
受
取
る
守
政
主
し
て
の
み
あ
る

r
す
ぎ
な
い
・

は

↑

し

が

き

♂
で
あ
る
。

己
回
小
論
は
イ
U
Yウ
ゲ
4
4

ル
ギ

y
h
相
主
び
ぜ
・
ア
ト
ラ
ス
の
最
近
円
、
カ

社
官
主
義
制
度
の
も

k
K
担
い
て
は
、
釜
本
家
は
な
く
、
し
た
が
っ
て

勢
作
を
基
礎
と
し
¥
そ
の
他
「
恒
国
民
v
r
a
b
J『

Z
同
E
ロ

搾
軍
と
い
う
も
の
は
な
い
。
「
ソ
ヴ
ェ
ト
肝
曾
主
義
制
直
の
桝
消
的
基
礎

え

ω2Ha
』
町
民

E
H
Z
5
昌
一
担
増
〉
出
日
官
。
白
川
、

H
v
p
m

位
、
資
本
主
義
制
夜
品
川
清
算
1

且
産
寝
具
お
よ
び
手
段
の
私
有
髄
止
、
な

え
∞

Z
2
4
F岡
町
四
、
臣
官
轄
を
参
考
に
し
て
、
ソ
ず
エ
ト
同
盟
忙
持

ち
び
担
〈
問

ιよ
る
人
間
の
搾
眠
酸
坪
ψ
結
果
確
立
し
た
一
位
官
主
義
経
済

け
る
貨
担
問
題
自
!
一
一
揖
を
紹
介
せ
ん
と
し
た
・
も
の
で
あ
る

な
h布
刊
筆
者
は
未
且
で

i白ι
る
が
ソ
ゲ
エ
恥
ト
寸
町
叫
勢
骨
働
問
髄
昨
閥
し
剛
出
円
宮β
同『νYi

制
度
、
一
な
な

b
び
に
ι止
斗
農
謹
具
h却
柑
上
世
宇
段
の
円
他
世
骨
、
主
主
義
的
所
右
」
(
ソ
グ

E
邑
の
近
若

mF。=。巳丹

停
の
慕
礎
は
生
産
手
段
の
円
枇
酔
曾
附
所
有
で
あ
る
。

ζ

乙

κ
は
も
は
m甲γ
搾
取

川1e

を
附
間
し
て
hお拘〈。

〆

μ

、

も

被

搾

取

も

な

い

。

生

産

さ

れ

た

生

産

物

は

一

日

聞

か

ぎ

る

も

の

食

う

べ

か

「
あ
ら
ゆ
る
世
曾
民
和
け
る
栂
済
的
諸
笥
ち
吻
う
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
官
民

ιず
』
左
い
う
原
理
に

A
た
が
っ
て
、
持
働
に
臆
じ
て

f
耐
附
さ
れ
る
o
h
-

K
布
い
て
所
興
の
枇
骨
の
生
産
閥
訴
を
反
映
す
る
ー
も
の
で
あ
り
、
担
済
産
担
程
に
和
町
る
人
々
の
相
瓦
闘
悼
は
、
乙
と
で
は
搾
曜
か
ら
白
内
在
接

的
諸
範
ち
ゅ
う
は
な
ん
ら
か
の
不
躍
の
、
↑
固
定
し
た
も
の

e
は
な
い
。
極
働
者
向
同
志
的
野
働
布
、
ょ
び
祉
骨
主
議
的
相
互
接
朗

-P関
係
冒
と
し
て
特
徴

済
的
諸
輔
ち
ゅ
う
は
批
骨
の
溢
昔
k
'
t
も
に
致
展
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
ず
け
ち
れ
る
。
と
こ
で
は
生
陸
嗣
係
は
生
産
力
の
脈
融
、
と
完
企
に
附
臨
し

の
内
容
を
欝
北
せ
し
め
、
軍
純
な
内
容
よ
り
高
闘
の
形
捧
へ

E
よ
昇
す
る
。

J

て
い
る
。
な
ぜ
な
回
生
産
過
程
の
祉
骨
的
性
格
仕
川
生
産
手
段
に
封
す
る

と
れ
は
荷
範
』
ゆ
ろ
い
白
紙
済
的
現
質
そ
の

amの
の
瓦
映
で
あ
る
と
泣
る
山
川
崎
位
命
的
所
有
に
よ
ヲ
て
強
同
医
さ
れ
る
か
ち
で
あ
る
n
」
(
ス
タ

E
リ
ン
J

・
J

ち
賞
品
酔
の
蹄
桔
で
あ
る
。

j

永
田
貴
志
露
、
「
静
穏
法
附
唯
物
論
担
よ
世
史
的
唯
物
論
」
、
日
一
三
賀
〉

ジ

ザ

エ

ト

同

盟

の

質

輯

二

三

九

'

/ 

木

L百

正

却t

。四
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ソ
ず
エ
ト
同
盟
の
賃
銀

位
官
、
王
鶴
町
原
則
は
い
う

!
l
「
各
氏
円
上
り
位
能
力

K
臆
じ
/
て
、
脊
人

民
封
し
で
は
鰐
働
に
臆
い
し
て
」
正
。
イ
ベ
て
-
D
も
の
は
髄
力
に
，
膝
じ
て
働
、

〈
己
主
が
義
務

t
ぁ
p
、
そ
の
努
働
忙
臆
ビ
て
報
酬
を
受
取
名
ξ

い
う
ζ

之
が
櫨
刺
で
あ
る
と
左
を
意
時
し
て
一
い
る
。
」
ソ
グ
ェ
ト
憲
法
は
究
の
よ
う

位
規
定
し
て
い
る
。
「

y
F
ェ
ト
同
盟
の
市
民
は
勢
倒
。
極
利
、
♂
可
わ

占
有
努
倒
的
量
と
質
同
調

L
て、

EM
れ
に
相
臆
す
る
給
付
金
も
っ
て
保
障
さ

、
t

れ
て
い
る
仕
事
を
受
耽
る
構
利

p-4
っ
ト
k
o
そ
し
セ
働
〈
人
々
の
吾
々

の
閥
係
、
す
な
わ
ち
生
産
関
係
は
搾
弔
か

ι解
放
さ
れ
b

巨
人
々
|
|
第
働

者
、
農
民
お
よ
び
イ
ン
テ

9
ゲ
シ
チ
ャ
ー
ー
の
同
志
的
協
同
L
」
柾
曾
相
互

扶
助
町
諮
問
問
揮
で
あ
る
。
札
材
開
主
義
四
ζ

の
原
則
は
、
場
働
者
の
私
的
利

錦
之
社
曾
的
利
枠
拡
k
m
調
和
あ
る
結
骨
を
保
障
す
る
と
と
に
上
っ
て
、

F

祉

合
主
義
の
生
際
力
設
展
に
と
り
大
な
る
意
識
を
も
っ
て
い
る
。

以
上

T
明
b
か
な
ど
左
〈
、
費
本
企
識
的
分
聞
の
原
則
も
と
担
本
的
民
呉
、

っ
て
い
る
。
分
間
四
均
等
化
と
い
う
も
叩
は
趣
味
、
脅
慣
、
篠
望
、
生
活

傑
件
の
平
等
を
意
味

L
、
、
市
¥
ル
ク
ス
主
義
的
な
そ
札
ち
は
な
い
。
「
徳
望

お
よ
び
間
人
的
分
野
陀
お
け
る
均
等
化
は
、
マ
ル
ク
ス
主
詩
的
に
組
織
さ

れ
た
祉
官
主
義
世
官
官
な
〈
し
て
、
あ
る
原
始
的
禁
慾
者
町
セ
グ
不
陀
あ

ち
が
た
い
反
動
的
な
小
プ
ル
ジ
ヨ
ア
的
愚
前
で
あ
る
。
と
い
ろ
の
は
、
お

ら
ゆ
る
人
間
が
同
「
の
徳
望
1
4
趣
味
主
を
も
ヲ
ζ
ξ

、
伺
大
附
生
活
に
お

い
て
あ
ら
い
削
る
人
聞
が
同
じ
型
陀
時
受
つ
誕
生
活
を
す
る
と
ム
を
要
求
し

て
ほ
い
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
(
ス

R
E
P
ν

「
ν
1
=
ン
主
義
の
商
問

題
」
十
二
眠
、
四
一
六
丸

i
四
七

O
頁
)
平
等
的
マ
ル
ク
ス
・
レ

-L-vJ主

. 
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第
周
扱
「
玉

O

義
的
意
誌
は
、
「
個
人
的
慾
事
基
生
活
陪
担
防
る
均
帯
化
で
は
な
〈
、
階

扱
の
鹿
紹
主
い
う
ご
と
を
題
解
」
ナ
る
と
と
で
あ
る
o
す
な
わ
ち
第
一
に

資
本
家
が
駿
棄
さ
れ
牧
奪
さ
れ
た
あ
主
、
金
勤
出
方
者
世
一
よ
う
に
搾
取
か

ち
解
放
主
れ
る
正
い
う
乙
と
、
第
三
位
生
産
手
段
が
金
一
昨
骨
の
所
告
に
移

っ
た
あ
と
忙
布
け
石
生
産
手
段
の
私
的
所
有
位
、
す
司
て
の
人
々

F
と
ワ

て
?
ょ
う
忙
薩
止
さ
れ
る
左
い
う
乙
左
、
第
三
に
す
べ

C
り
も
の
が
酪
力

に
腐
じ
て
働
く
左
い
う
両
一
義
務
主
、
そ
の
勢
働
に
輝
じ
て
報
酬

'r受
取

る
と
い
う
同
一
擢
利
(
世
曾
主
義
誕
曾
)

J

第
四
に
龍
力
に
底
じ

c
働
き

か
っ
慾
望
陀
躍
じ
て
受
取
る
と
い
う
義
務
k
棋
制
(
共
産
主
議
枇
品
開
)
を

世
僻
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
一
世
曾
金
義
枇
官
に
拘
け
る
第
働
の
質
的
相

異
は
き
わ
め
て
い
ち
じ
る

L
f、
ζ
b
b
円
相
呉
す
な
わ
ち

j

労
働
の
結
果
、

そ
の
生
産
性
、
熟
練
度
、
強
度
、
社
曾
的
重
要
性
全
輔
潤
す
る
こ
と
拡
、

理
論

K
Wい
た
も
貸
際

E
ぃ
t
亀
有
害
な
許
ナ
ベ

E
Fる
均

等

音

意
味
じ
て
い
る
。
世
官
主
議
世
曾
に
和
け
る
賃
耕
政
策
は
均
年
化
を

L
P

T
竹
、
労
働
の
質
と
量

k
k
風
巳
て
質
離
を
で
き
る
だ
け
深
〈
細
か
〈
か

っ
具
睡
的
な
差
別
苛
設
け
る
方
向
に
謹
ん
で
い
る
。
棺
費
ば
れ
た
世
曾
的

必
要
持
働
時
間
の
量
の
み

K
臆

E
て
の
支
抑
は
、
努
働
円
質
問
相
具
が
大

き
吐
官
時
危
も
つ
肱
官
主
義
枇
舎
の
原
則
と
根
本
一
的
目
矛
盾
し
て
い
る
~u

，
品
料
品
開
主
義
世
骨
に
担
い
て
は
、
剰
保
持
働
・
と
剰
儲
生
産
物
の
敵
劃
的
な

形
態
口
止
場
さ
れ
て
-
い
る
が
、
剰
僚
生
産
物
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
れ
発

つ
〈
り
だ
す
剰
畿
勢
働
は
存
在
す
る
し
、
存
在
し
な
い
わ
け
に
は
仲
か
な

い
。
ー
か
じ
な
が
ら
搾
取
階
扱
が
存
在
し
な
い
世
曾
の
剰
除
虫
産
物
の
性

餌
六
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一
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揖
働
に
臆
ず
る
分
間
は
勢
働
が
普
遍
的
義
務
で
あ
る

t
と
を
意
味

L
て

お
り
、
己
の
義
務
は
社
官
主
義
一
陣
曹
の
法
則
円
で
あ
る
U

と
乙
で
は
勢
働
が

祉
骨
的
生
産
へ
の
参
加
を
誼
闘
す
る
唯
一
四
尺
度
で
あ
る
。
支
出
さ
れ
た

ー

ヲ

オ

V
ド

置
は
生
産
参
加
へ
町
尺
度
で
す
高
官
‘
個
人
自
費
財
基
金
に

y
V
エ
ト
同
盟
の
質
観

格
、
と
紋
命
は
、
奴
隷
断
有
者
的
、
封
建
的

h
2
2耳
本
主
義
的
一
位
曾
の
吐
担
げ
る
各
λ
の
分
前
を
規
定
予
る
。
勢
働
の
是
正
事
と
に
よ
り
動
老
若
陣

れ
正
問
楠
本
的
に
県
つ

τ
い
る
一
。
紅
曾
主
義
計
官
民
指
け
る
剰
徐
生
障
物
特
定
涯
の
消
費
財
を
受
軍
る
の
で
あ
る
o

ζ

と
で
消
費
財
を
受
軍
る
ー
と
い

は
祉
曾
間
生
産
日
川
時
制
大
と
一
酔
骨
的
必
要
切
た
め
K
充
賞
さ
れ
る
。
そ
し
て
う
の
は
、
す
べ
て
物
に
よ
っ
て
受
取
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
枇
官
主
義

枇
官
的
生
産
物
の
一
部
分
(
佃
λ
的
消
費
財
)
陪
動
拶
者
円
た
め
の
個

λ

原
則
質
現
の
た
め
第
働
の
尺
度
担
よ
刊
日
消
費
の
尺
慶
応
謝
す
る
限
持
な
る

的
な
分
配
に
む
け

b
れ
る
。

t

批
官
的
統
制
を
組
織
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
り
、
証
曾
的
勢
働
の
特
呉
怯

¥
枇
曾
主
輯
酢
曾
円
本
質
h
句
、
制
除
生
麗
物
の
唱
加
と
必
要
生
産
物
の
や
よ
び
一
位
曾
的
分
業
向
性
格
か

b
、
償
値
、
捜
挟
お
よ
び
貨
幣
は
必
要
で

噌
知
正
は
併
行
L
I
砧
有
す
る
o

生
産
自
披
大
之
技
術
四
捨
歩
主
主
も
に
あ
り
、
世
骨
的
接
働
障
担
け
る
質
的
相
回
世
が
，
存
在
す
る
揚
令
に
お
け
る
貨

生
産
手
段
お
よ
世
消
費
手
段
町
生
障
は
増
犬

L
、
し
交
が
門
戸
て
ま
た
個
人
幣
文
排
A

捧
働
に
腐
と
叩
円
分
配
と
い
ろ
枇
曾
主
義
的
原
則
の
費
現
形
態
〉

的
な
消
費
に
む
け
ら
れ
る
生
産
物
の
最
は
噌
大
す
る
。
勢
働
生
産
性
主
主
白
必
要
目
分
間
組
程
四
特
異
性
1
1
l
す
な
わ
ち
一
酔
合
的
生
産
物
日
総
櫨
h
r

1

7

オ
シ
ド

産
刀
の
ノ
水
準
が
格
け
作
ば
商
い
ほ
ど
、
一
位
脅
的
必
要
作
む
け
ら
れ
る

R

刑
制
時
j
B
J
b
個
人
的
消
費
基
金
を
分
割
し
て
乙
円
基
金
と
勤
務
者
に
封
じ
て
分
臨
す

生
議
物
な
ら
び
に
個
人
的
消
費
に
む
け
ら
れ
ま
基
金
'
(
ア
ォ
シ
ド
)
は
犬
、
る
組
織
主
闘
蓮
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
昨
骨
的
本
化
的
施
設
や
現
物
形

で

あ

る

。

、

t

、
態
に
よ
る
質
棋
の
比
車
は
ま
す
ま
す
増
大
し
て
は
い
る
が
、
現
除
階
の
賃

共
産
主
義
へ
の
第
一
段
階
ぜ
あ
る
枇
官
主
義
社
曾
で
は
、
分
間
百
篠
望
銀
出
野
働
の
量
と
質
E
に
し
た
が
っ
て
貨
幣
暗
躍
に
お
い
て
、
各
個
人
医
支

恒
躍
じ
て
行
わ
れ

6
る
ほ
ど
生
産
力
は
夜
民
し
で

hzf，
さ
ち
に
都
布
排
わ
れ
る
祇
噛
的
生
間
一
抑
の
貨
悼
的
表
現
ー
で
あ
る
と
主
位
い
う
ま
で
も
'
な

k
陸
村
t
叩
差
英
、
熟
練
勢
働
と
未
熟
練
捗
働
と
の
差
問
問
、
智
的
拡
阿
鋤
と
い
。
(
な
担
ソ
ゲ
エ
ト
同
盟
に
お
け
り
る
慣
値
、
究
県
相
よ
刊
日
貨
幣
に
つ
い

F

肉
開
勢
働
と
の
矛
盾
が
ま
だ
完
全
に
壮
情
算
さ
れ
て
い
な
河
川
1

。

と

れ

ら

白

て

は

い

d
れ
稿
を
あ
b
た
め
て
の
4

る
勤
定
ぜ
あ
る
d
)

己
正
陪
賞
品
知
野
刷
併
に
臆
ず
る
分
間
市
必
要
性
転
候
件
づ
け
て
い
る
白
で
あ
「
個
々
の
生
産
者
は
、
前
聞
の
引
去
り
の
す
ん
だ
の
ち
、
自
分
部
社
官
に

る

。

奥

え

た

だ

け

の

も

の

を

精

密

に

軍

返

す

こ

と

に

な

る

ロ

か

れ

が

酔

宮

間

臭

え
た
も
の
邑
い
え
ば
、
す
な
わ
ち
か
か
の
個
人
的
の
勢
倒
量
戸
あ
る
。
か

れ
は
一
円
形
巴
』
い
『
枇
骨
に
興
え
た
そ
め
同
じ
労
働
量
を
他
円
形
に
h
v

u
て
攻
認
す
の
で
あ
る
。
、

乙
と
で
も
あ
聖
b
h
に
、
商
品
交
換
と

11iた
れ
が
融
市
債
の
交
換

r
あ

第

六

十

一

巻

第

四

世

四

0;. 

、
¥ 

移

¥ 



ル
ゲ
エ
ト
閉
盟
の
貸
観

、

る
か
ぎ

@
l
l同
じ
原
則
炉
行
わ
れ
て
い
る
。
民
容
も
出
印
式
も
醐
開
化
し
て

い
る
の
は
、
間
化
し
仕
事
情
の
も
と
忙
布
い
て
、
何
人
も
自
分
の
捗
働
以

外
奥
え
る
本
げ
の
が
な
い
か
ち
で
あ
り

7
ま
た
一
方
に
拍
い
て
、
個
人
的
消

¥¥ 

費
噛

M
外
町
物
も
伺
人
の
所
有
忙
な

p
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
け
れ

E
も

そ
れ

b
の
嗣
人
的
消
費
物
が
側
々
町
生
障
者
の
間
に
分
配
さ
れ
る
左
い
う

貼
に
お
い
て
は
、
等
慎
商
品
目
克
換
と
同
E
ー
一
原
則
が
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
晶
一
の
形
に
和
け
る
問
最
目
第
働
封
、
他
の
暗
に
担
け
1

る
同

i

畳
の
勢
働
と
交
換
さ
れ
る
の
で
あ
る
ρ
」
(
邦
課
マ
ル
ク
ス
・
ヱ
ン
ゲ
ル
ス

全
集
、
第
七
品
甘
ん
U

ヨ
、
四
三
九

1
四
四
。
頁
〉

捧
働
に
一
腐
ず
る
枇
骨
主
義
的
分
間
四
本
質
か
己
、
努
働
止
海
力
の
渡
良

し
た
が
っ
て
生
産
さ
れ
る
監
要
生
庫
物
色
剰
母
生
産
物
の
量
は
夜
す
ま
す

多
〈
な
り
、
位
官
的
宮
は
噌
大

FZQ。
資
本
主
義
社
曹
に
お
け
る
消
費
財

生
陸
部
門
の
設
展
は
、
必
ず
し
も
λ
民
の
消
費
円
増
太
、

d
活
水
準
の
向

上
容
も
た
ら
さ
壮
い
が
、
舵
官
主
義
社
曾
に
お
け
も
消
費
財
生
産
の
噌
大

は
(
一
)
時
働
報
酬
の
上
昇
、
(
ニ
)
慾
望
の
要
同
充
足
基
金
忙
む
け

b

れ
る
消
費
財
の
量
的
培
大
門
事
校
、
託
見
所
、
そ
の
他
文
化
施
設
年
)
を

意
味
し
、
直
怯
世
鐸
働
者
の
生
活
水
準
の
向
上
と
な
づ
て
あ
あ
わ
れ
る
。
慾

望
の
共
同
五
足
基
金
は
枇
官
的
刺
偉
生
産
物
の
一
部
で
あ
る
主
同
時
に
資

質
賃
眼
的
一
部
で
品
る
。
(
ソ
ず
エ
ト
同
盟

K
布
い
て
は
盟
算
の
四
分
自
/

一
以
上
町
枇
骨
・
丈
化
費
に
む
け
ら
れ
て
い
る
。
-
|
詳
し
〈
は
世
界
週

報
、
長
八
帯
十
三
競
ヨ
連
邦
園
累
積
算
町
会
制
」
摩
市
開
)

養
本
孟
覇
的
生
産
は
利
潤
獲
得
の
た
拍
の
生
産
で
あ
る
が
、
計
曾
主
義

¥J 

¥ 

第
六
十
一
巻

ニ
四
ニ

第
四
盟

主王

一
位
曹
に
お
け
る
生
産
民
間
民
共
華
町
消
費
の
噌
大
と
和
れ

b
の
個
性
向
裂
や

民
の
た
め
町
可
脂
性
を
も
っ
て
い
る
。
マ
ル
ク
λ

は
品
料
品
開
主
義
が
「
一
方

で
は
品
位
官
円
貨
存
的
な
生
産
力
〔
ず
は
わ
ち
羽
賀
忙
祉
骨
的
な
も
の
主
し

て
の
白
百
円
第
働
の
社
骨
一
間
生
躍
力
)
に
よ
り
許
容
さ
れ
、
他
友
で
は
咽

性
の
完
金
な
展
開
が
要
求
す
る
と
と
み
の
限
界
主
で
消
費
の
規
模
院
関
六
/

ず
る
こ
と
を
許
す
」
(
資
本
論
第
コ
一
巻
)
と
の
ベ
て
い
る
。

P

一
昨
曾
主
義
一
世
骨
の
、
能
力
に
臆
じ
て
捗
働
を
要
求
し
、
そ
の
四
百
働
咋
牒
/

E
て
支
排
わ
れ
る
ー
と
い
う
四
則
は
、
良
心
的
な
、
誠
貨
な
、
生
産
性
の
高

い
労
働
が
祉
舎
に
と
ワ
て
も
、
し
た
が
っ
て
吾
個
人
-
K
'
k
つ
で
も
重
要
で

あ
り
か
っ
必
要
で
あ
る
左
い
う
意
識
を
つ
ち
か
い
、
し
た
が
-
っ
て
と
の
乙

之
は
人
閣
の
意
識
内
の
費
キ
主
語
的
浅
津
を
揺
滅
す
る
た
め
の
要
素
で
あ

-

一

る
。
掃
車
の
な
い
社
曾
に
お
い
て
勢
働
に
膝
ず
る
八
百
即
位
、
共
産
主
義
へ

の
設
展
温
稜

ιお
い
て
枇
骨
に
車
仕
す
る
努
働
が
暫
慣
に
斡
化
L
、
か
ヲ

し
だ
い
に
人
間
旬
第
一
義
的
な
要
求
に
締
ず
る
ζ

と
を
促
誰
す
る
も
の
で

あ
旬
、
し
た
出
つ
で
勢
働
に
柏
町
す
る
動
傍
者
四
誠
質
な
煎
度
を
養
い
、
一
位

官
主
義
曹
品
ず
の
護
展
を
必
熱
な
p
p
し
め
る
。
慾
望
陀
膝
ず
る
分
副
の
共
産

主
義
的
原
則
は
、
労
働
に
臆
ず
る
報
酬
の
祇
官
主
義
的
原
則
町
出
化
と
設

展
企
謹
也
て
管
現
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
と
れ
は
紳
置
法
的
後
展

τあ
る
。

利
潤
以
外
、
世
曾
的
利
害
は
工
切
動
か
さ
れ
る
生
産
設
展
の
刺
戟
ξ

い

う
も
の
を
知
ら
同
費
本
主
義
枇
舎
に
比
し
、
生
産
が
枇
官
的
所
有
に
も
と

J

つ
い
て
い
る
祉
官
主
義
社
舎
は
、
賓
存
主
語
の
そ
れ
止
は
根
本
的
に
具
つ

で
い
み
生
産
護
民
和
民
刊
伊
勢
働
生
産
性
荷
揚
の
た
め
の
刺
戟

t
円、〈
P
だ



/ 
¥ 

L
、
全
園
民
は
枇
曾
的
生
産
自
昂
揚
と
生
庶
力
の
稜
展
に
異
常
な
関
心
あ
《
企
産
阿
消
費
さ
れ
た
第
働
円
一
位
曹
的
計
算
手
段
|
上
倒
値
目
ハ
度
と
し
て

も
っ
、
ス
タ
ハ

1

ノ
ア
湿
動
(
ス
タ
ハ

1

J
フ
運
動
の
一
般
的
意
識
は
貨
燃
が
利
用
主
れ
る
)
同
一
種
の
労
働
は
そ
の
強
度
(
勢
働
過
程
に
お
け

「
新
規
に
捧
働
を
編
成

L
、
工
準
的
過
程
を
合
理
化
し
、
生
産
時
担
け

l

る
睦
張
度
、
第
働
諸
保
件
)
に
よ
っ
て
も
恒
則
さ
れ
る
。
石
山
訳
業
宇
治
金

る
正
し
い
骨
業
を
規
定
し
‘
第
二
主
的
在
不
作
業
に
熟
繍
務
働
者
党
就
業
業
r
b
o
昨
る
努
働
が
と
れ
主
あ
る

Q

司

、
さ
せ
る
ζ
k
E
腔
止

L
・
作
業
場
折
ゐ
女
普

ι、
勢
働
生
産
性
の
き
連
な

γ
/

安
本
主
義
世
官

k
h
い
て
は
重
野
働
者
の
質
韻
は
他
に
比
較
ー
し
て
低

増
益
を
確
保

L
一
、
勢
働
者
や
勤
務
長
の
武
部
を
い
ち
じ
る
し
〈
高
め
る
こ
い
o

乙
の
原
因
は
い
か
な
る
糠
件
の
も
と
で
も
働
か
な
吋
れ
ば
な

b
な

"

と
」
(
プ
一
ア
ウ

r紙
、
一
九
一
二
五
年
十
二
月
二
十
六
日
)
で
あ
り
、
ち
か
ど
央
識
者
や
零
洛
し
た
農
民
郎
、
こ
の
主
う
な
場
働
陀
お
も
む
島
ざ
る
を
え

J

ろ
目
本
町
指
導
者
が
考
え
て
い
る
さ
つ
な
取
な
る
第
働
弧
化
で
は
な
(
、
な
い
と
い
う
現
賞
品
ら

y
時
働
力
の
安
質
的
制
他
工
り
も
い
ぢ
じ
る
し
〈

新
技
帽
の
採
向
井
一
勢
働
の
合
理
的
分
業
の
結
問
別
で
あ
る
。
)
は
か
h
f
る
刷
低
い
の
で
あ
る
。
央
業
の
な
い
祇
曾
主
義
舎
に
社
担
い
て
は
、
捗
働
者
の

度
の
結
果
止
れ
た
社
脅
的
刺
喝
の
表
現
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
生
践
渡
良
個
人
的
、
物
質
的
関
心
の
開
測
に
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
勢
価
民
封
し
で
は

に
月
ず
る
桐
人
的
刺
戟
な
ら
び

K
例
人
的
側
心
的
結
果
と
し
て
の
勢
働
に
高
相
酬
が
奥
え
ら
れ
、
高
報
酬
は

L
b
が
づ
て
肘
骨
的
忙
よ
り
岳
製
吐
か

封
L
、
そ
の
賀
t
t
産
と
K
際
じ
た
噛
酬
に
よ
り
答
え
る
の
で
あ
る
。
か
る
職
業
に
勢
働
力
を
馳
軟
す
る
7

y
v
z
ト
同
胞
に
お
い
て
悼
ヤ
勢
働
の
丑
忙
期
し
て
の
み
な
ァ
ち
ず
質
に
乙
の
主
う
な
時
働
の
簿
類
に
ま
る
報
酬
の
差
別
は
、
小
プ
ル
ジ
ヨ
ヲ
的

制
到
し
で
も
報
酬
者
奥
え
、
か
ヲ
ま
た
生
照
的
な
勢
働
、
重
型
産
業
部
門
の
現
金
主
じ
で
の
均
事
枯
(
趣
味
、
習
慣
、
慾
皇
、
生
活
保
件
轄
の
均
帯
化
)
陪

'
努
働
、
熟
練
第
曲
、
観
雑
野
働
伝
劃
し
て
は
よ
り
多
f
、
の
報
酬
を
奥
え
て
¥
封
す
る
賃
践
的
否
定
で
あ
る
。

u
y
F
Z
K
い
阿
盟
に
お
い
日
で
は
、
持
働
の
制

い
え
乙
れ
牌
酷
畑
地
宵
倒
が
宋
鶴
練
勢
働
よ
り
も
大
き
な
個
植
を
つ
く
り
果
、
そ
丹
生
産
性
、
熟
練
度
、
踊
明
、
批
官
j

的
重
要
性
に
よ
り
報
酬
が
決
¥

だ
す
ξ

い
う
ζ

と
か
ら
、
玄
た
償
航
海
つ
〈
り
拒
す
と

k
に
お
い
て
情
化
定
さ
れ
る
町
小
プ
ル
グ
ヨ
ア
的
均
年
化

ι、
第
働
者
の
創
意
を
hw
し
つ
ぶ

さ
れ
た
単
純
努
副
主

ιて
作
用
す
る
と
主
ト
ら
の
首
棋
の
師
結
で
あ
到
。
二
熟
練
と
捗
働
生
産
性
の
向
上

t
謝
す
る
幡
町
働
者
の
関
心
を
減
退
4
7

し

/

J

a

a

w

 

費
働
報
酬
世
克
明
中
位
仕
問
中
純
勢
働
で
あ
る
。
勢
倒
の
茸
と
贋
'
と
に
勝
ず
る
出
る
も
の
で
あ
る
。
レ

1
一
-
シ
な
b
O
K
ス
タ

1
9
y
は
均
等
化
の
閣
向

報
酬
は
、
観
牒
勢
倒
の
町
純
時
働
へ
の
揮
一
五
を
幅
見
し
、
と
れ
は
闘
家
に
お
に
劃
し
て
H
A
早
く
か
ら
注
意
を
鴨
起
し
亡
い
る
e
y
u
v
ェ
ト
同
盟
に
担
ド

品
質
的
秩
序

l
i警
な
熟
練
弊
働

Z
E
K特
定
の
相
互
関
係
を
て
は
、
一
丸
一
ユ
一
年
ま
で
は
↓
九
二
二
年

ι掠
用

さ

れ

富

一

基

埠

別

館
定
す
る
質
保
制
度
1
1
・
と
し
て
抗
現
さ
れ
品
。
(
と
の
場
合
、
生
風
物
円
単
/
一
賃
鵠
轄
別
に
は
十
七
日
轄
級
が
あ

E
、
入
植
ま
で
は
野
働
者
忙
麹

第
六
十
一
巻

y
v
z
ト
同
盟
の
質
観

四

静
岡
韓

五
三

、、、

ノ

十
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る
ピ
(
一
A

タ
1
9
r
、
前
掲
書
、
一
三
四
頁
)
時
働
報
酬
陀
差
別
を
つ
け

J

る
己
主
は
、
諸
部
門
な

b
d伊
に
各
企
業
問
に
お
け
る
勢
働
の
計
費
的
分
配

の
た
た
も
必
要
な
こ
主
で
あ
る
。
と
の
ま
う
な
倣
騎
手

4
4す
る

た
め
鼎
諌
勢
働
土
木
熟
練
場
倒
車
勢
倒

E
唖
努
働

L
の
あ
い
だ
の
差
宙
開
&

考
慮
t
b仏
質
刷
所
制
度
町
確
立
が
必
要
と
な
り
、
犬
タ

1
9
y
hり
指
摘
し
た

:
八
つ
の
歴
史
的
保
件
、
す
な
わ
ち
一
、
新
貨
車
衰
の
採
用
。
一
一
、
出
事
寓

排
制
師
採
用
。
ゴ
一
、
集
副
責
悟
制
的
陵
止
。
問
、
接
働
者
陪
組
よ
り
技
樹

的
・
生
産
的
イ
〆
ア

P
ゲ
ン
ヂ
ヤ
の
創
出
。
五
、
プ
ル
d
ヨ
ア
階
担
和
主

び
プ
ル
ジ
ヨ
ア
階
萩
b
結
び
~
つ
い
て
い
る
環
境
向
身
町
宮
J
h
h
テ
リ
ヂ
シ

チ
ポ
に
到
す
る
態
度
。
六
、
制
立
採
算
削
に
も
と
づ
い
て
一
六
改
革
が
行

わ
れ
た
。
新
制
民
噛
表
に
お
い
て
位
、
下
敵
捗
働
と
上
組
捗
働
と
の
問
の
比
亀
も
に
。

車
位
一
ー
と
な
り
、
か
つ
熟
練
調
査
員
の
監
査
制
が
貸
施
さ
れ
た
。
か
て
し
戦
後
に
和
け
る
平
和
睦
設
の
時
期
に
担
い
て
は
、
麻
骨
主
義
陣
則
l

|

、

て
}
ノ
九
二
八
年
に
は
基
遣
に
布
い
て
重
要
産
業
中
第
一
一
一
一
位
で
あ
っ
自
に
耀
ず
る
報
酬

J
の

倣

底

堅

苦

た

そ

負

担

の

喜

左

意

義

た
採
決
業
お
よ
び
第
七
位
で
ゐ
っ
た
石
油
一
ム
業
位
、
一
九
百
一
七
年
に
は
前
は

dzm増
大

Lr、
政
府
怯
と
の
た
め
究
部
に
闘
す
る
多

f
の
決
議
を
採
樟

者
時
事
二
位
、
後
者
同
部
一
位

L
な
A
1
t
k
e

一
九
=
三
年
の
質
親
睦
策
車

L
て
い
る
。
一
九
四
六
年
五
月
内
間
決
議
に
上
り
工
作
機
械
省
の
工
具
工

草
後
民
向
け
る
出
来
高
抑
制
専
の
採
用
に
よ
る
賃
銀
の
い
わ
ゆ
る
不
平
静
喝
の
努
働
者
に
掛
寸
る
質
師
事
は
噌
大
さ
れ
、
八
級
制
四
質
拙
賓
が
賢
施
.

化

E
1
・4
へ
ル
グ
ソ

ν
早
々
の
近
著
に
和
い
て
、
目
分
、
肝
閥
抗
車
ー
に
よ
り
諒
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
回
大
年
八
且
一
」
十
昔
日
内
閣
抽
出
議
に
よ
り
ウ
ヲ
ル
、

闘
し
て
い
る
。

(
A
・
4

ル

rソ
ン
「
ソ
ゲ
エ
ト
賃
四
悼
の
構
遁
」
一
九
回
、
シ
ペ
ヨ
ャ
、
極
東
の
工
場
制
よ
刊
日
建
設
エ
事
院
従
事
す
る
捗
働
者
や
技
師

四
年
、
一

O
一
頁
)
若
干
の
部
門
虻
お
け
る
不
平
帯
化
事
を
か
か
げ
る
と
技
手
に
謝
す
る
賃
植
が
」
一

O
V
F引
上
げ
ら
札
、
か
っ
住
定
品
工
び
稲
枇
施

下

表

の

語

り

で

あ

る

。

日

i

設
の
政
義
明
指
令
さ
れ
た
。
か
く
し
て
職
後
に
話
げ
る
賃
制
の
改
革
に
よ

か
か
る
負
統
制
度
円
前
草
が
勢
働
力
の
協
闘
を
阻
止
し
、
熟
練
勢
働
者
明
石
出
品
、
黒
色
冶
金
、
金
属
、
若
湘
部
門
部
勢
輯
水
準
の
貼

t第
一
位
を

の
増
大
を
ー
と
も
な
山
町
、
労
働
の
遁
剖
吹
る
配
障
を
調
整
し
、
五
カ
年
計
量
占
め
る
主
ち
陀
な
っ
役
。

，〆

ノ

y
r
L
ト
同
盟
の
賃
輯

イ

7 -

i 
綿製品、 64.2 • I 61.6 

電 力トド 55.6 49.4 

基礎化事川 55.1 . I 52.2 

金属槽棋tI 53.6 I 50.5 
石 油川 62.15 5'.1:.0 
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ツ
ゲ
エ

F
同
盟
の
貸
輯

ツ
ザ
エ
ト
枇
曹
の
貨
幣
貨
鶴
岡
、
支
白
持
働
の
量
1
ζ

直
正
陀
臆
じ
て
働

い
た
も
の
に
分
配
さ
か
る
世
合
尚
生
産
物
的
伊
前
の
情
位
を
表
現
す
る
る

の
で
あ
る
。
も
ち
る
ん
貨
幣
賞
品
以
升
紙
骨
的
慾
望
共
同
充
足
基
金
も
質

質
賃
韻
の
冷
か
に
ふ
〈
ま
れ
る
6

賃
観
基
金
値
生
産
力
の
箆
属
、
生
活
水

準
の
向
上
、
野
働
生
声
性
の
向
上
を
計
る
た
め
勢
働
者
の
何
心
的
物
的
闘

品
を
刺
戟
す
る
よ
う
計
宣
さ
れ
司
生
産
話
部
門
持
よ
世
詩
企
業
へ
の
分
聞

が
調
整
さ
れ
る
。
質
韓
竺
樟
形
態
は
分
間
町
枇
官
主
議
原
則
即
具
蹴
的
な

表
現
で
あ
り
、
そ
り
徹
底
的
な
形
態
に
お
い
て
枇
曾
主
義
鰹
済
法
測
は
い

わ
ゆ
る
出
高
高
排
制
に
よ
り
表
現
さ
れ
、
r
戸
円
形
態
が
質
掛
り
幕
本
的
訟

も
の
万
あ
る
。

出
車
高
明
制
19-

位
、
定
め
ら
れ
た
慕
準
町
議
行
指
よ
び
そ
の
超
過
強
行

時
働
に
謝
し
て
報
酬
さ
れ
る
形
態
で
あ
る
。
基
準
と
し
て
の
生
産
物
の
間
3

政
ま
た
且
即
位
が
評
ぽ
決
存
さ
れ
る
U

特
定
の
作
業
基
準
主
生
産
物
車
川
川

に
し
た
が
い
、
場
働
者
の
枚
入
は
そ
の
努
働
の
結
果
い
か
巨
よ
る
。
捗
倒

。
量
な
ら
刊
日
『
消
費
の
4
A
d
k

劃
す
る
闘
家
の
直
接
的
統
制
は
、
同
車
両
排

賃
銀
制
に
~
よ
る
も
の
で
あ
り
、
持
働
生
産
性
促
挫
の
た
め
の
草
要
な
て
ん

で
あ
る
。

1

F

し-

出
市
高
柳
制
ば
は
穏
々
な
暗
強
制
あ
る
。
そ
四
一
つ
は
一
品
三
-
年
四

錆
銀
改
草
の
時
期
ま
で
支
配
的
で
あ
っ
た
、
困
世
的
出
高
高
抑
制
す
な
位
ち

神
業
翠
位
の
出
来
高
揚
制
で
浄
る
。
も
ち
ゐ
ん
闘
世
的
出
来
高
抑
制
は
特

定
園
間
の
作
業
比
一
割
す
る
個
人
的
評
慣
の
制
定
が
困
難
な
揚
骨
に
採
用
さ

れ
る
も
円
で
奇
夢
、
そ
れ
は
生
産
保
件
白
い
か
に
工
り
き
め
ら
れ
る
。
ー

さF

二
回
大

第
四
按

第
六
十
一
巻

か
L
な
が
ら
計
雄
の
議
政
主
基
準
町
改
善
、
勢
働
組
臓
の

E
械
な
把
握
に

よ
り
岡
山
町
出
押
の
純
闘
は
せ
ば
め
ら
れ
た
白
間
報
的
世
誕
高
神
制
か
ら
個
人

的
出
燕
高
崎
制
へ
の
推
移
は
決

t
て
念
謹
忙
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一

九
四
一
年
'
の
初
頭
に
お
い
て
も
、
工
業
部
門
忙
お
付
る
閤
噛
的
出
来
幅
掛
，

制
は
昏
種
支
排
制
の
四
分
の
一
を
占
め
で
い
た
。
林
業
部
門
に
h

仰
い
て
陪

熟
練
俊
民
よ
る
出
来
高
崎
抑
制
る
一
部
究
施
さ
れ
て
は
い
た
が
、
木
材
貯
旗

や
轍
謹
忙
従
事
す
る
作
業
班
白
賃
銀
陪
平
等
区
分
配
さ
れ
る
主
い
う
均
報

化
の
傾
向
が
主
副
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
耕
柏
市
野
働
力
回
い
ち
じ
る
し
い
一
流

動
を
窯
ね
い
た
、
よ
っ
て
政
府
は
内
閣
決
議
K
よ
り
一
九
四
六
年
六

Hn
よ

り
新
作
業
某
単
忙
工
み
質
担
制
度
を
質
抽

L
た。

個
人
的
山
車
高
抑
制
に
お
い
て
、
評
個
エ
」
幕
時

E
各
個
人
が
熟
知

L
て

hrh場
合
に
は
、
野
働
者
は
そ
の
努
働
桔
呆
に
謝
す
る
報
酬
を
在
碓
に
知

る
こ
と
が
で
吉
、
し
た
が
っ
て
勢
働
の
輯
呆
に
封
士
る
何
人
的
闘
心
主
刺

執
す
る
。
か
つ
何
人
的
向
車
両
抑
制
に
担
い
で
は
製
品
の
賓
と
量
止
に
謝

す
る
統
制
が
比
較
的
簡
単
で
ゐ
臥
正
確
で
あ
る
タ
、

J

個
人
的
出
来
高
抑
制
に
白
、
直
接
的
出
燕
拘
抑
制
と
累
極
的
出
車
高
槻

制
が
あ
る
。
前
者
で
は
生
産
さ
れ
た
生
産
物
単
位
に
罰
す
る
評
備
は
金
野

働
時
間
官
泊
じ
て
不
棚
田
で
あ
る
が
、
後
者
で
は
基
準
を
超
過
し
た
生
産
物

車
位
に
一
到
し
て
は
よ
り
高
〈
支
持
γ

わ
れ
る
。

県
惜
明
附
出
車
両
抑
制
は
パ
岡
幽
民
経
済
の
梅
貼
上
り
よ
り
重
要
な
部
門
(
有

炭
、
晴
金
、
製
品
、
被
占
領
地
に
布
陣
切
る
復
興
作
業
の
特
定
部
門
ブ
後
詰

所
建
世
帯
)
に
嗣
い
て
虞
〈
採
用
さ
れ
て
い
る
ρ

王
ム
ハ

、?ー，、



出
来
高
沸
制
賃
銀
ー
と
と
も
に
間
定
給
制
度
も
賀
施
さ
科
て
担
り
、
お
も

に
努
働
の
質
量
を
主
確
に
計
算
で
き
な
い
場
合
に
適
用
さ
札
、
勤
務
員
、

技
手
、
補
助
捗
働
者
の
一
部
忙
到
し
て
誼
用
さ
れ
て
い
る
。

A
固
定
給
制

度
の
賞
施
さ
れ
て
い
る
部
門
に
お
け
る
物
的
関
心
の
開
則
寅
説
の
た
め
、

量
的
な

b
F
に
質
的
指
数
に
封
ず
る
賞
品
制
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
固
定

給
を
う
け
て
い
る
企
業
目
指
導
者
中
技
師
、
技
手
撃
に
封
す
る
賞
典
は
一
臣

償
引
下
げ
の
課
題
を
盆
行
し
た
場
合
に
の
み
奥

λ
b
れ
、
原
憤
引
下
げ
の

課
題
が
存

t
な
い
職
場
町
人
々
に
謝
し
て
は
質
的
指
数
(
努
働
時
間
円
支

出
原
料
電
力
燃
料
曙
の
支
出
忙
す
る
)
遼
行
の
場
合
に
支
排
わ
れ
る
J

し
か
し
第
働
傑
仲
町
許
ず
か
ぎ
り
出
南
高

揚
制
を
採
用
せ
ん
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。

出
車
高
抑
制
陀
よ
り
支
抑
を
う
け
る
第

働
者
の
努
働
者
組
敷
に
封
す
る
比
事
は
上

品
朝

掲
衰
の

-mす
と
お
り
で
あ
る
。

出
古
市
高
抑
制
陀
拍
け
る
作
業
基
曜
と
賃

担
水
準
は
、
計
霊
的
見
地
す
な
わ
ち
蓄
積
、

横
大
再
生
産
の
且
地
か
ら
決
定
さ
れ
な
け

れ
ば
ぼ
ち
な
い
と
と
は
論
を
ま
た
な
い
と

と
で
あ
る
。
蓄
積
の
た
拍
も
ワ
ル
」
も
重
要

な
生
産
手
段
の
蓄
積
は
接
働
生
産
性
が
、

そ
礼
と
同
じ
よ
ろ
に
い
ち
じ
る
し
〈
同
断

な
〈
噌
加
さ
れ
マ
ゆ
〈
賃
銀
よ
刀
も
急
速

9
 

円
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;;，，:a:大る比主業草に
剥け

ケ2.5

43.5 63.8 75.1 

種 品工業業

-: i 67.7 73.9 

26.5 -i 65.9 77.7 
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ソ
岬
ヴ
ヱ
ト
同
盟
の
賃
銀

るi つ才骨陀
@て選噌

まと溢
?とのす

質問る
錨の場
7l<均合
理衡に
、を行

も 咋 計 わ
叢るれ

基とる
準と。
を は ゆ
決蓄え
定積忙
ずの賃
る jl¥揖
た本の

め問噌
円超 1JU
草でと
要あ捗
t，モ働
畏... 1骨

骨'し産
でた怯
あがの

調

y
職
晶
子
中
は
織
物
工
業
で
は
基
準
の
六
O
%
を
逮
行
し
た
場
合
賀
典

を
支
梯
う
と
H

ふ
が
ご
と
き
ー
一
果
謹
賞
奥
制
が
施
行
さ

ιて
相

p
、
基
準
は

貸
際
可
輯
化
水
準
上
り
も
い
ち
じ
る
し
〈
低
〈
決
定
さ
れ
て
い
た
。
己
り

よ
う
な
低
基
準
け
い
営
然
生
底
性
向
上
主
設
備
事
の
完
全
な
利
刊
の
た
め
四

障
害
と
な
り
、
ま
た
世
帯
高
抑
制
陀
よ
り
支
姉
を
受
け
る
第
働
者
の
教
は

職
前
に
比
し
非
常
に
低
下
し
た
。
た
と
え
ば
右
課
業
は
職
前
七
六
%
で
あ

っ
た
の
が
六
六
%
に
、
ウ
ヲ
ル
の
金
属
商
工
場
で
は
士
ニ
，
主
%
か
与
六

四
%
に
、
あ
る
工
場
宅
は
晶
一
労
働
者
自
宍
O
%
以
上
が
周
定
給
を
受
け
て

い
る
主
い
う
現
措
で
あ
っ
た
ロ

戦
後
に
布
い
て
は
軍
需
生
産
か
与
民
需
生
産
へ
の
移
行
は
新
製
品
、
新

種
目
に
封
ナ
る
基
準
ー
と
評
慣
の
制
定
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
過

去
に
お
け
る
組
職
と
新
技
術
に
も
主

d
〈
正
確
な
基
準
の
快
定
は
戦
一
後
五
一

カ
年
計
壷
の
途
行
に
と
ワ
て
不
可
能
の
要
素
で
あ
る
。

黒
準
的
出
車
高
梯
制
を
質
施
す
る
う
え
陀
布
い
て
、
会
バ

j

草
衷
な
と
之

は
仲
恥
宇
和
基
申
の
決
定
で
あ
る
。
基
準
の
不
正
確
な
こ
と
日
肱
官
主
義
的

分
配
開
則
の
破
壊
で
あ
り
、
，
努
働
生
産
性
の
噌
謹
を
阻
害
し
、
か
っ
そ
れ

は
均
等
位
r

に
み
ち
び
〈
危
険
性
が
あ
る
。
技
術
的
な
基
礎
b
上
に
立
た
ず

偶
然
性
の
要
素
を
多
分
に
合
ん
だ
不

E
確
な
許
償
制
度
の
も
司
と
に
尉
け
る

都
大
十
一
砦

第
四
現

宜
七

四
士
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ソ
ゲ
エ
マ
ト
同
盟
の
貸
担

果
盤
的
出
車
高
抑
制
は
世
曾
主
義
的
分
配
原
則
円
破
壊
で
あ
る
。
一
九
四

七
年
二
月
陀
拘
け
る
技
術
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
基
準
の
比
重
は
工
作
輯

械
製
怜
省
所
麗
の
諾
工
場
で
は
亙
封
、
樺
械
工
具
工
業
者
の
諸
工
場
の
そ

れ
は
一

O
匹
、
電
気
工
揖
省
で
は
一
五
月
三

O
出

r
す
ぎ
ず
「
見
た
眼

」
陀
よ
っ
て
定
め
ち
れ
た
基
準
は
費
際
可
臨
む
よ
り
も
低
位
に
あ
一
口
た
。

そ
の
た
め
一
九
四
七
年
=
一
周
に
は
借
水
車
に
あ
る
基
準
の
検
討
が
行
わ
れ

樺
械
製
作
企
業
、
修
型
工
場
、
補
助
企
業
中
共
和
圏
な
ら
び
に
地
方
工
業

白
諾
企
業
忙
和
け
る
作
業
基
軸
中
巴
一

o
l
i二
豆
売
の
引
上
げ
が
貸
施
さ

れ
た
。
職
後
主
力
年
計
害
医
一
布
い
て
は
「
最
草
要
部
門
医
酔
働
力
を
眠
状
し

聾
働
者
要
員
を
定
背
せ
し
め
る
た
め
に
、
重
工
業
器
部
門
(
宥
炭
、
抽
金
、

石
油
工
業
畢
)
に
担
い
て
は
、
持
働
者
担
よ
び
技
術
勤
務
員
の
賃
盟
水
準

を
高
泊
黒
盤
的
出
京
高
時
制
を
政
善
じ
、
賞
韓
民
和
け
る
賀
県
の
意
義
の

組
織
的
晶
揚
、
生
産
計
畳
一
な
い
し
超
現
建
行
に
た
い
す
る
技
栴
勤
務
員
の

賞
奥
制
を
改
善
し
、
最
軒
工
業
技
術
、
と
増
大
す
る
勢
働
技
術
装
備
と
を
陀

ら
み
あ
わ
せ
て
、
技
術
的
に
定
め
ら
れ
た
基
準
の
適
用
を
抜
大
ナ
る
こ

と
、
和
上
び
紹
験
に
官
む
技
柑
者
要
員
に
よ
る
第
働
基
準
化
の
保
障
、
生

産
に
お
け
る
野
働
保
件
を
一
層
改
善
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
」

ζ

と

が
決
定
さ
れ
た
の
ち
あ
る
。
(
「
世
界
週
報
」
別
班
、
昭
和
二
十
一
年
丸
月

七
日
一
一
-
一
三
七
出
師
、
コ

O
頁
)

以
上
は
紅
曾
主
義
的
所
有
の
一
つ
の
形
態
す
た
わ
ち
胤
家
企
業
忙
持
け

る
分
間
原
則
を
の
べ
た
の
一
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
弛
の
も
う
一
ヲ
の
野
曲
酷
で

あ
る
農
業
に
お
け
る
ロ
λ

ホ
1
ズ
円
分
間
原
則
忙
つ
い
て
簡
単
忙
の
ベ
よ

第
六
十
一
巻

第
四
焼

"E 
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四
j、

ぅ。
コ
ル
ホ

E
dメ
に
布
い
て
も
生
産
目
計
量
さ
れ
て
担
り
、
そ
の
第
働
は
置

接
鮭
骨
的
な
性
質
を
も
っ
て
い
る
a

し
か
し
ヨ
ル
ホ
ー
ハ
ズ
に
担
叶
る
分
配

は
、
図
家
企
業
に
お
け
る
分
配
之
は
そ
の
形
態
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
ず

第
一
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
仕
世
骨
、
主
義
経
済
の
構
成
部
分

σあ
り
三
そ
れ
ゆ
え

に
会
批
曾
と
の
特
定
の
生
産
関
係
な
ら
び
陀
そ
れ
陀
相
臆
す
る
分
間
閥
停

の
う
ち
に
あ
ち
ね
ば
な
ら
な
い
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
カ
使
用
さ
れ
る
庄
蔵
手
段

の
一
部

(
M
T
S
、
機
械
ト
ラ
ク
タ
ー
修
繕
工
場
)
は
ー
固
有
で
あ
る
。
国

家
か
ち
購
入
さ
れ
る
他
の
↓
部
分
の
生
置
宇
段
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
所
有
E

あ
る
0

.

コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お

V
て
は
、
一
年
間
の
牧
穫
担
よ
び
畜
産
物
同
次
?
よ

う
に
盛
分
さ
れ
ち
。

一

、

供

出

巧

閣

家

に

針

す

る

義

務

の

履

行

)

@

ニ、

M
T
S
の
作
業
陀
封
ず
る
支
排
(
現
物
形
態
)

一
一
一
、
生
涯
手
間
生
庫
の
た
め
の
補
填

四
、
損
大
再
生
産
の
た
め
の
充
官
(
種
子
基
金
、
家
畜
嗣
料
)

五
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
市
島
に
て
換
金
ま
た
は
園
家
に
賢
却
(
か
〈
し
て
え

た
金
額
怯
ア
ル
ア
U
J

の
分
割
さ
れ
宮
る
基
金
充
官
(
農
具
、
家

畜
、
建
設
材
料
哨
購
入
h
k
v
建
設
の
た
め
の
雇
傭
努
働
者
へ
の

支
排
}

」
ハ
、
凶
作
、
間
料
不
足
に
封
す
る
保
障
基
金
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
内
部
町
世

済
基
金
月
兵
士
の
家
族
中
廠
疾
者
に
翻
ナ
る
按
助
ν
、
そ
切
仙
ヨ



ル
ホ

1

1
量
値
目
先
品
目
必
要
に
む
け
ら
れ
る
。

七
、
貨
幣
収
入
白
一
部
分
(
ニ
o
v
p
以
下
)
は
ア
ル
テ
り
の
行
政
的
、

経
瞥
曲
支
同

八
、
残
像
の
部
分
(
貸
幣
、
現
物
問
者
の
)
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
四
支
出

幡
野
働
円
買
と
量
ー
と
に
耀
じ
て
分
配
ノ

コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
個
人
的
消
費
財
の
分
甑
は
勢
働
自
民
腐
ピ
て
行

わ
れ
る
。
(
ア
リ
ア
9
定
款
第
十
五
時
)
野
働
日
と
い
う
の
は
、
ヨ
ル
ホ

:
ズ
に
拘
け
る
祉
曾
主
義
的
分
剖
原
則
の
具
韓
的
貸
一
説
静
態
で
あ
目
、
共

同
線
画
陀
拘
け
る
支
出
鼻
働
円
量
&
質
左
の
測
定
単
位
で
あ
る
。
か
つ
ま

た
=
ル
ホ

1
ズ
生
産
物
の
い
消
費
の
尺
度
ち
る
り
、
ア
ル
テ

p
持
働
へ
の
ヨ

ル
ホ

1
ズ
員
参
加
の
統
制
手
段
で
る
る
。
そ
の
時
働
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
四

基
本
的
義
務
で
あ
る
。
一
事
業
年
度
内
陀
担
け
る
最
少
義
務
第
働
日
は
左

の
ど
左
〈
き
め
ち
れ
て
い
る
。

棉
柁
栽
培
地
帯

号
ス
ク
ワ
州
、
イ
ワ
J

7

州
お
ま
刊
日
ソ
同
盟
領
有

1

ロ
ツ
パ
の
中
部
お
よ
び
北

部
地
帯
の
諾
州
、
ウ
ラ
ル
、

チ
チ

ν
ス
ク
州
、
て
ハ
ロ

ア
ス
タ
地
方
担
よ
び
措
海

州
、
?
ク
1
ト
自
拍
共
和

圏
、
高
地
穀
類
栽
培
地
帯

h

抑
止
が
牧
畜
地
帯

一
九
三
九
・
五
決
定

一O
O滞
働
日

一
九
回
一
了
間
改
正

一
王

O
跨
働
日

ハ
O
勢
働
日

一
C
O第
働
日

y
ず
認
ト
同
盟
の
質
観

建

偉

の

地

方

八

O
第

働

日

、

一

ニ

O
野
働
口

コ
ル
ホ

3
ズ
に
お
け
る
作
業
は
「
各
人
白
勢
働
熟
練
度
、
紹
験
荷
主
び

陸
力
を
考
慮
し
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
を
V

も
っ
と
も
適
切
良
好
に
活
用
し
た
け

れ
ば
な

b
暗
い
」
(
ア
ル
テ
9
定
款
第
十
四
保
)
自
で
眠

p
「
農
事
件
講

位
制
球
高
排
制
町
原
則
」
忙
も
'
と
ず
い
て
お
り
、
「
同
車
高
基
準
古
島
。

陀
捗
働
日
に
よ
り
吾
作
業
は
評
債
」
(
同
第
十
王
僚
)
さ
れ
る
。
ロ
ル
ホ

T
ズ
に
和
け
る
長
作
業
は
七

r
ル
ー
プ
に
分
け
る
札
て
い
る
。
第
一
の
グ

ル
ー
プ
に
周
ず
る
も
の
は
見
張
人
、
掃
除
人
轄
で
一
目
勤
務
に
封
じ
辛
第

働
目
、
繁
三
の

rル
l
プ
の
作
業
恒
一
努
働
目
に
轄
し
〈
、
最
高
の
第
七

〆
ル
】
プ
の
作
業
忙
従
事
す
る
も
の
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
議
長
、
主
任
ト
ラ
ク

タ
ー
手
、
ョ
シ
パ
イ
ン
手
等
で
、
一
日
目
勤
務
は
ニ
第
働
日
左
算
定
さ
れ

否

。

¥

「
各
作
業
阻
つ
い
て
は
投
畜
、
掛
械
、
土
壌
の
蹴
躍
を
考
え
、
誠
貨
に
労

働
す
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
に
と
っ
て
可
能
な
出
来
高
基
準
を
規
定
す
る
。
吾

作
業
た
・
と
え
ば
耕
起
一
へ
タ
W
9
1
ル
、
一
搭
積
一
《

P
B
9
1
ル
、
棉
花
採

集
一
円
ク
タ

E
ル
、
穀
物
脱
殻
一
ト
シ
、
甜
菜
採
集
一
ツ
エ
ン
ト
ネ
ル
、

亜
麻
搾
取
一
へ
ク
タ
ー
ル
、
持
乳
『

9
ツ
ト
ル
畢

lvl位
、
と
れ
に
必
要

な
作
業
者
の
勢
働
熟
練
度
、
作
業
の
複
雑
性
、
困
難
怯
お
よ
び
ア
ル
テ

D

に
と
ヲ
て
の
重
要
度
に
擦
ヒ
、
接
働
日
に
よ
り
肝
慣
さ
れ
る
、
L

(

同
第
十

」
王
僚
)

2

F
ホ
1
ズ
に
お
け
る
全
作
業
は
、
直
接
的
出
産
高
抑
制
忙
よ
り
分
聞

が
な
さ
れ
、
作
業
証
(
プ
ル
ガ

1
グ
)
和
主
刊
日
粗
(
ズ
ゲ
ェ
ノ

1
}
車
位

第
六
十
}
巻

四
、ブL

三五

t 

第
四
腕
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/ 

ソ
す
エ
ト
同
盟
の
負
担

の
出
京
高
抑
制
の
普
及
が
個
人
的
関
心
白
原
則
究
現
の
た
め
の
刺
戟
と
な

っ
て
い
る
。

畜
産
業
に
お
い
て
は
、
搾
乳
量
、
間
育
家
畜
頭
骨
品
華
陀
よ
り
勢
働
日
が

算
定
さ
れ
る
。

正
確
な
勢
働
の
基
準
を
設
定
す
る
と
い
う
と
と
は
、
工
業
に
お
け
る
と

同
様
に
、
農
業
医
担
け
る
枇
曾
主
義
的
分
配
原
則
の
寅
現
町
た
め
、
第
一

陀
重
要
な
と

h
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ち
場
去
に
拘
い
て
は
、
必
ず
し
も
基

準
の
決
定
位
正
確
に
行
わ
れ
て
い
な
か
ワ
た
。
臨
時
中
に
は
基
準
山
低
寧

腎
あ
っ
た

p
、
個
人
的
、
組
翠
位
白
出
東
南
抑
制
は
育
分
採
用
さ
れ
て
和

b
f、
主
主
K

生
産
計
室
町
超
語
詑
行
に
劃
す
る
埠
加
報
酬
制
の
賀
施
が
し

ば
1

問
時
期
を
史
す
る
ζ
k
u
p
多
か
っ
た
。
さ
お
伸
ば
と
そ
一
九
四
七
年
ニ

対
議
中
央
委
員
曾
斡
都
合
に
h
o

い

τ、
「
重
要
作
業
陀
封
ず
る
高
報
酬
h
d

x世
=
語
的
作
業
に
到
す
る
磐
働
報
酬
の
切
下
げ
を
是
も
な
ろ
是
乙
ろ
の

聾
働
日
の
伴
業
基
暗
中
和
よ
世
作
業
評
債
の
再
橡
討
を
提
い
横
車
陀
行
う
と

主
」
の
必
要
性
U

日
間
四
関
さ
れ
、
か
ヲ
「
ヨ
ル
ホ
ー
ヌ
買
に
支
神
わ
れ
る
遁

加
報
酬
が
誼
首
な
時
期
に
行
わ
れ
る
と
L

乙
を
懐
重
に
統
制
す
る
〕
こ
と
が

決
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

支
出
第
働
日
の
茸

ρか
に
よ
る
評
慣
之
、
そ
れ
に
も
と
づ
《
分
配
は
し

ば
し
ば
均
嘩
仰
の
要
素
を
も
づ
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
作
業
班
は
よ

り
多
〈
町
第
働
日
を
女
同
し
た
が
作
業
が
粗
野
な
た
め
低
牧
穫
宅
あ
り
、

他
の
作
業
班
は
繍
密
な
作
業
白
結
果
よ
り
少
い
鐸
働
日
で
高
収
穫
を
え
た

と
い
う
場
合
で
も
、
勢
働
自
の
み
に
よ
れ
ば
収
入
は
優
秀
な
作
業
斑
の
方

コ
E
O

構
図
挽

/、。

車
六
十
一
事

が
少
い
と
V

う
摘
果
に
な
る

O
R

こ
の
よ
う
な
均
等
化
の
傾
向
を
精
算
す
る

た
め
に
、
一
九
四
一
年
載
中
央
委
員
合
お
よ
び
人
民
委
員
舎
の
決
議
に
よ

り
、
収
穫
討
童
の
引
上
げ
と
商
畜
産
生
産
性
の
撞
成
に
謝
し
て
、
現
物
ま

た
は
貨
幣
で
の
追
加
報
酬
制
度
が
寅
施
さ
れ
た
。
乙
の
快
識
で
は
野
働
日

目
還
と
と
も
に
鐸
働
の
質
、
杭
穫
寧
の
高
さ
、
畜
産
の
生
産
能
串
が
噂
慮

守
れ
て
い
る
。

J

コ
ル
ホ
ー
ズ
陀
お
け
る
生
産
的
聾
働
以
弁
の
管
理
人
、
世
話
人
の
靖
大

勢
働
日
の
浪
費
、
行
政
管
盟
費
用
に
謝
す
る
貨
幣
支
出
白
増
加
も
ま
た
生

産
的
労
働
日
に
劃
す
る
支
梯
個
目
減
少
を
招
来
し
た
。
一
九
四
六
年
九
月

十
九
日
附
鶏
中
央
委
員
曾
拘
よ
世
人
民
委
員
官
請
の
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
h
o

け
る
虚
業
ア
ル
テ
リ
定
款
違
反
の
撲
誠
詩
封
策
に
つ
い
て
」

k
い
う
決
議

に
勃
い
て
、
食
慾
者
出
ヤ
徒
食
者
た
ち
は
ヨ
ル
ホ

1
ズ
に
拘
け
る
生
産
的
地
町

働
を
騨
ん
じ
、
不
必
要
な
職
業
に
つ
き
、
農
村
や
地
匝
の
組
織
に
闘
す
る

仕
事
も
勢
働
日
と
し
て
算
定
さ
れ
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
個
人
的
必
要
に
廟

ず
る
陣
屋
、
靴
屋
畢
の
労
働
も
国
軍
働
日
陀
合
ま
れ
て
い
る
乙
と
。
乙
り
よ

う
な
管
理
的
、
帯
住
的
業
務
の
繍
張
は
、
生
産
的
捗
働
か
ら
の
離
反
で
晶

り
、
そ
の
柏
果
は
生
産
物
の
械
見
げ
と
な
り
、
一
弾
働
日

K
掛
す
る
支
抑
掴

が
そ
れ
官
け
減
少
し
、
恥
問
づ
盤
町
倒
日
算
定
、
出
車
高
抑
制
白
誤
用
、
低
基

準
、
所
得
分
配
の
均
曹
化
傾
向
、
土
地
利
用

P
無
差
別
佑
は
、
勢
働
生
産

性
、
農
耕
艇
穫
車
、
畜
産
生
産
龍
串
の
浦
市
グ
を
も
た
ら
し
、
今
後
四
設
展

を
阻
害
し
て
い
る
と
と
を
指
摘
し
、
か
つ
労
働
日
の
正
し
い
極
静
的
支
出

の
た
め
に
、
個
々
の
部
門
な
ら
び
に
農
作
物
栽
培
作
業
、
勢
働
日
支
出
を



、

年
初
陀
計
量
し
、
班
担
よ
び
組
に
よ
り
謹
有
さ
れ
た
労
働
之
、
勢
働
目
計

算
の

E
確
性
を
殿
重
に
統
制
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
九
年
=
一
月
八
日
附
集
中
央
委
員
舎
お
ま
世
人
民
要
員
曾
議
の
決

議
阻
よ
旬
、
農
耕
の
基
礎
的
且
産
過
程
に
お
い
て
-
重
要
な
意
義
を
も
づ
て

い
る
ト
ラ
ク
タ
ー
お
よ
び
コ
ン
パ
イ
シ
哩
輔
手
白
作
業
に
も
第
働
報
酬
。

枇
官
主
義
的
原
則
が
遁
用
さ
れ
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ

Y
パ
イ
ン
の
優
穿
な

利
用
、
作
業
の
質
的
向
上
、
高
収
穫
章
。
確
保
持
よ
世
還
輔
手
自
物
的
調

心
を
高
め
る
た
め
に
多
〈
の
手
段
が
講
じ
与
れ
た
。
一
-
九
四
七
年
築
中
央

委
員
官
ニ
用
幹
部
官
民
有
い
て
、
肱
穫
増
大
に
到
す
る
ト
ラ
グ
タ

1
混
碑

手
の
責
任
と
個
人
的
関
心
h
o
z
び
質
的
改
善
を
計
る
た
め
、
一
九
四
七
年

よ
り
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
班
目
報
酬
規
定
を
左
の
よ
う
に
決
定
し
た
。
す
な

わ
ち
ト
ラ
ク
タ

E
作
業
班
に
よ
り
耕
作
さ
れ
た
ヨ
ル
ホ

E
J
A
耕
地
に
お
り

る
収
穫
計
量
を
遊
行
し
た
場
合
、
ト
ラ
ク
タ
ー
蓮
輔
手
、
班
長
、
班
長
助

手
、
調
整
宇
に
劃
し
て
は
一
労
働
日
最
少
保
置
と
し
て
、
=
一
キ
ロ
グ
一
フ
ぬ

の
穀
物
を
給
具
し
、
宋
途
行
叩
場
骨
陀
は
最
少
エ
キ
ロ
ギ
ラ
ム
円
穀
物
を

給

奥

す

る

こ

と

忙

し

た

。

/

〆

Y
V
エ
ト
同
盟
陀
お
い
て
は
、
も
'
と
よ
り
捗
働
報
酬
の
方
法
決
定
は
決

し
て
順
調
な
遭
を
歩
ん
で
き
た
の
で
は
芯
い
。
多
〈
の
困
離
目
上
民
宮
た

幾
多
担
先
肢
を
重
ね
な
が

b
ど
の
改
善
に
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
乙
と
な
〈
打

ち
立
て
ら
れ
て
室
た
の
で
あ
る
。
失
う
し
て
枇
官
主
義
一
位
骨
に
お
町
る
労

働
者
の
個
人
的
な
利
害
k
枇
曾
帥
な
利
害
、
と
が
一
致
融
合
す
る
よ
う
な
、

批
官
主
義
一
昨
曾
に
固
有
の
艇
済
原
則
に
も
と
ず
冶
て
、
数
百
高
人
の
創
意

u
'
F
Z
ト
同
盟
の
賃
晶

ぁ，を
る滑
の用
宅 L
あ、

る益三
。産

力

'" 念
蓮
な

五重
展
ι》

た

め
医

凋
自
の

境
歩也
を
聞
き

てコ
ヲ

与
第
六
十
一
審 本

規

執

筆

者

紹

介

出島木

口原

勇正 s恭
五

蔵

京
都
大
閥
単
助
教
授

京
都
大
皐
助
教
授

彦雄

京
都
大
皐
助
手

第
四
揖

大




